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頑張るからこそ価値がある
　　　　　さぁ行こう夢の舞台へ！
10月26日、ゆうばり小学校第９回学習発表会が一般公開されました。
各学年が、演劇、器楽、和太鼓、合唱、ダンスなど多種多様な演目を披露しました。
保護者や地域の方が見守る中、生徒たちはのびのびと練習の成果を発揮していました。
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令和元年度の夕張市功労表彰式が、１１月7日市役所で挙行されました。
多年にわたり、各分野で地道な努力を重ね、市政の発展向上に多大なる貢献のあった方々に贈られるものです。表彰さ

れた方 を々ご紹介いたします。

令和元年度　夕張市功労・善行表彰
～市政の発展向上に貢献～

善行表彰

功労表彰

寄付4件　（受賞者のご意思により氏名は非公表）
　NPO法人ゆうばりファンタ並びにGCF「100年続く夕張メロン産地への挑戦」プロジェクトに対する助成、映画ロケセット施設
の保全に関する事業に対する助成、夕張市の地域再生および住民の福祉の増進のために必要な事業に対する助成、夕張
高校への入学支援金事業に対する助成のため、多額の寄付をされました。

「消防防災功労」

多年にわたり、危険物の事故防止と安全体制の確保に尽力され
ました。

大　谷　勝　司さん
おお たに かつ し

（81歳）

「社会事業功労」

多年にわたり、福祉活動に積極的に取り組み、福祉のまちづくり
に尽力されました。

太　田　絹　子さん
おお た きぬ こ

（70歳）

「自治功労」

多年にわたり、市議会議員として市政の伸展に尽力されました。

熊　谷　桂　子さん
くま がい けい こ

（65歳）

「交通安全実践功労」

多年にわたり、交通安全意識の高揚と推進に尽力されました。

岩　﨑　一　博さん
いわ さき かず ひろ

（66歳）

「交通安全実践功労」

多年にわたり、交通安全意識の高揚と推進に尽力されました。

平　村　美千子さん
ひら むら み ち こ

（61歳）

「自治功労」

多年にわたり、市議会議員として市政の伸展に尽力されました。

高　間　澄　子さん
たか ま すみ こ

（68歳）
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（１）
採
用
お
よ
び
競
争
試
験（
平
成
30

年
度
採
用
分
）

（１）
勤
務
時
間

（１）
分
限
処
分

（２）
退
職（
平
成
30
年
度
退
職
分
）

（２）
休
暇
な
ど
の
状
況

（２）
懲
戒
処
分

（２）
勤
務
成
績
の
評
定

（２）
公
務
災
害
の
認
定

　
平
成
30
年
度
に
お
け
る
人
事
行
政

の
運
営
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日

夕
張
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

①
年
次
休
暇

一
の
年
に
つ
き
20
日
間
与
え
ら

れ
、翌
年
に
20
日
を
限
度
に
繰
り
越

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。平
成
30
年
の

一人
当
た
り
平
均
日
数
は
８・３
日
で

取
得
率
は
41・７
％
で
し
た
。

②
そ
の
他
の
休
暇

病
気
休
暇
の
ほ
か
出
産
休
暇
な

ど
の
特
別
休
暇
が
条
例
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、介
護
休
暇
や

組
合
休
暇
は
無
給
休
暇
と
し
て
条

例
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
育
児
休
業
の
取
得
状
況

育
児
休
業
は
育
児
休
業
法
に
よ

り
子
が
満
３
歳
に
達
す
る
ま
で
の

間
職
務
に
専
念
す
る
義
務
が
免
除

さ
れ
る
制
度
で
す
が
、平
成
30
年
度

に
取
得
し
た
職
員
は
０
名
で
す
。

　

分
限
処
分
と
は
任
命
権
者
が
職

員
の
意
に
反
す
る
処
分
を
で
き
る

場
合
で
あ
り
、平
成
30
年
度
に
処

分
を
受
け
た
職
員
は
１
名
で
す
。

（１）
職
員
研
修

　

職
員
に
は
勤
務
能
率
の
増
進
な

ど
の
た
め
研
修
を
受
け
る
機
会
を

与
え
ら
れ
ま
す
が
、平
成
30
年
度

は
派
遣
研
修
な
ど
に
延
べ
1
4
3

人
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

（１）
健
康
診
断

　

職
員
に
は
安
全
衛
生
管
理
規
則

に
よ
り
、各
種
の
健
康
診
断
な
ど
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、平
成

30
年
度
は
定
期
健
康
診
断
な
ど
延

べ
2
3
2
人
の
職
員
が
受
診
し
ま

し
た
。

（３）
職
員
福
利
厚
生
会

　

地
方
公
務
員
法
第
42
条
の
規
定

に
よ
り
、職
員
の
福
利
厚
生
事
業
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、職

員
の
会
費
と
市
の
交
付
金
な
ど
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、平
成
17
年

度
以
降
は
市
か
ら
の
交
付
金
は
交

付
し
て
い
ま
せ
ん
。

懲
戒
処
分
は
本
人
の
行
為
に
対

す
る
制
裁
的
性
格
を
有
す
る
処
分

で
あ
り
、平
成
30
年
度
に
処
分
を

受
け
た
職
員
は
０
名
で
す
。

･
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に

関
す
る
承
認
の
状
況

職
員
は
勤
務
時
間
中
、職
務
に

専
念
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
さ
れ

て
い
ま
す
が
、特
例
で
研
修
や
定
期

健
康
診
断
な
ど
を
受
け
る
時
間
に

限
り
、任
命
権
者
の
承
認
に
よ
り
こ

の
義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。平
成

30
年
度
は
延
べ
32
件
の
申
請
が
あ

り
す
べ
て
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
正
式
任
用
お
よ
び
昇
任

時（
主
事
、主
事
補
な
ど
）に
試
験

や
勤
務
成
績
の
評
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。

30 1 4 3 8

35 1 1

65 1 4 4 0 9

行 政 職

消 防 職

合 計

大学卒 短大卒 高校卒

区　　分 受験者数 競　争　試　験

採　　　　　　　用

選　考 小　計

区　　分

消　 防　 職

合　　計

定年 勧奨 分限 懲戒 死亡 普通

4

4

計

4

4

事務職

技術職

労務職

一　般
行政職

勤　務　時　間 週38時間45分
（１日７時間45分）

８時45分

17時30分

60分

土･日曜日

始 業

終 業

休憩時間

週 休 日

勤務時間の
割 り 振 り

区　分 認定者

公　務

災　害
0　人

通　勤

災　害
0　人

（単位：人）

（単位：人）

職
員
の
採
用
や
退
職

　

お
よ
び
競
争
試
験
の
状
況

勤
務
時
間
そ
の
他

　
　
　

  

勤
務
条
件
の
状
況

分
限
お
よ
び

　
　
　

懲
戒
処
分
の
状
況

研
修
お
よ
び
勤
務
成
績
の

　
　
　
　
　
　

評
定
の
状
況

職
員
の
福
祉
お
よ
び

　
　
　

  

利
益
保
護
の
状
況

服
務
の
状
況

市
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況

夕
張
市
人

夕
張
市
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況況

夕
張
市
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
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表
２
は
、平
成
30
年
度
決
算
に

お
け
る
職
員
給
与
費
の
内
訳
で
す
。

給
与
費
と
は
人
件
費
の
う
ち
職
員

に
毎
月
支
給
さ
れ
る
給
料
、扶
養
手

当
な
ど
の
各
種
手
当
お
よ
び
民
間

の
賞
与
に
相
当
す
る
期
末・勤
勉
手

当
な
ど
の
支
給
額
の
合
計
を
い
い
ま

す
。

市
職
員
の
給
与
は
、そ
の
職
務
と

責
任
に
応
じ
た
基
本
給
と
し
て
の

給
料
と
、扶
養
手
当
な
ど
の
諸
手

当
を
含
め
て
支
給
し
て
お
り
、給
与

の
額
は
国
や
民
間
企
業
の
状
況
を

考
慮
し
市
議
会
の
議
決
を
経
て
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
下
平
成
30
年
度
決
算
の
状
況

と
平
成
31
年
４
月
１
日
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。な
お
、本
市
は

財
政
再
建
の
た
め
、平
成
19
〜
21
年

度
ま
で
平
均
30
％
、平
成
22
〜
26

年
度
ま
で
平
均
20
％
、平
成
27
〜

28
年
度
ま
で
平
均
15
％
、平
成
29

年
度
は
一
律
９
％
、平
成
30
年
度
か

ら
一
律
７
％
の
給
料
削
減
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

人
件
費
に
は
、職
員
に
支
給
す

る
給
与
、使
用
者
が
負
担
す
る
共

済
費
の
ほ
か
、特
別
職
の
給
料
、市

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
お
よ
び
各

種
委
員
の
報
酬
な
ど
幅
広
い
範
囲

の
費
用
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表
１
は
、平
成
30
年
度
普
通
会

計
決
算
の
歳
出
の
状
況
で
す
。歳

出
全
体
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合

は
９・０
％
と
な
って
い
ま
す
。

給
与
の
状
況

（１）
人
件
費

（２）
職
員
の
給
与

給
料
の
月
額
は
給
料
表
で
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

表
３
は
、平
成
30
年
４
月
１
日
現

在
の一
般
行
政
職
の
初
任
給
を
表
し

て
い
ま
す
。

（３）
給
料
と
初
任
給

表
４
は
、平
成
30
年
４
月
１
日
現

在
の
民
間
企
業
の
賞
与
に
相
当
す

る
期
末・勤
勉
手
当
の
状
況
を
表
し

て
い
ま
す
。

退
職
手
当
は
、表
５
の
と
お
り
退

職
理
由
と
勤
続
年
数
に
応
じ
た
支

給
率
に
退
職
時
の
給
料
月
額
を
乗

じ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

（４）
期
末
･
勤
勉
手
当
と
退
職
手
当

市
長
な
ど
の
給
料
、市
議
会
議

員
の
報
酬
お
よ
び
期
末
手
当
は
、   

表
６
の
と
お
り
で
す
。こ
れ
ら
の
特

別
職
の
給
与
な
ど
は
市
議
会
の　

議
決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
特

別
職
の
給
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、市

長
の
約
70
％
削
減
を
は
じ
め
大
幅

に
削
減
し
て
い
ま
す
。

（５）
特
別
職
の
給
料
と
報
酬

表
７
は
、４
月
１
日
現
在
の
職
員

数
を
前
年
度
と
の
比
較
で
表
し
て
い

ま
す
。

（６）
定
員
の
状
況

表１．人件費の状況（平成30年度普通会計決算）

表２．職員給与の状況（平成30年度普通会計決算）

表３．一般行政職初任給 表４．期末・勤勉手当

表６．特別職の給料、報酬など表５．退職手当

表７．定員の状況

区　　分

30年度

住民基本台帳
（31.3.31現在） 歳　出　Ａ 人　件　費　Ｂ 人件費率（Ｂ／Ａ）

8,049 11,223,249 1,007,603 9.0
人

人

円 円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 ％

注 １ 記載の数値は「地方財政状況調査」の普通会計決算によるものです。
 ２ 歳出Ａは、歳出総額から前年度繰上充用金（本年度は0円）を除いた実質的な平成30年度の歳出額です。

区　分
１人当たり
の給与費
　　　（B／A）

30年度 127 439,860 95,823 174,962 710,645 5,596

職員数
　　　　　　A

給　　料 職員手当 期末･勤勉
手 当 計

　　　　　B

給　　　与　　　費

区　　分 市 国（一般職）

168,100 180,700

138,200 148,600

大卒

高卒

一般
行政職

区　分 期　末 勤　　勉

６　月 1.225月分 0.90月分

12 月 1.375月分 0.95月分

計 2.60月分 1.85月分

・職制・職務上の級等による加算を廃止しています。

勤続年数 自己都合 勧奨・定年

20年 19.6695月分 24.586875月分

25年 28.0395月分 33.27075月分

35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度 47.709月分 47.709月分

定年前早期退職特例措置の廃止

区　分 給料または報酬 期末手当

259,000円 市　長

－　円副市長

230,000円 議　長

200,000円 副議長

180,000円 議　員

６月～1.125月
12月～1.325月
（平成23年７月
より当市に副市
長を置いており
ません。）

職員区分
一 般 行 政 部 門
教 育 部 門
消 防 部 門
普 通 会 計
水 道 会 計
そ の 他 会 計
公営企業等会計

合　　計

30年度
77人
10人
40人
127人
2人
18人
20人
147人

31年度
81人
10人
41人
132人
2人
19人
21人
153人

増　減
4人
0人
1人
5人
0人
1人
1人
6人
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キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

キ
セ
キ
の
授
業

　

10
月
11
日
５
、６
校
時
の
総
合
的
な
探
求・

学
習
の
時
間
に
お
い
て
、進
路
講
演
会「
キ
セ

キ
の
授
業
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
で
、靴
磨
き
S
T
A
N
D 

G
A
K
U 

P
L
U
S
を
経
営
す
る
、北
海

道
帯
広
市
出
身
の
靴
磨
き
職
人
の
佐
藤
我

久
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、「
靴
を
磨
い
て
人

生
を
輝
か
せ
る
」と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
と

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は「
大
好
き
な
こ
と
を
突
き
詰

め
る
こ
と
」や
、「
そ
れ
を
続
け
て
い
く
こ
と
」

の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
靴
磨
き
の
方
法
を
ご

指
導
い
た
だ
き
、靴
磨
き
を
実
際
に
体
験
し

た
生
徒
た
ち
は
、靴
を
磨
く
前
と
靴
を
磨
い

た
後
の
差
に
驚
き
の
声
を
上
げ
、楽
し
く
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

生
徒
会
役
員
選
挙

　

10
月
11
日
６
校
時
に
、令
和
元
年
度
後
期

お
よ
び
令
和
２
年
度
前
期
生
徒
会
執
行
役

員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
名（
１
年
生
６
名
、２
年
生
４
名
）の
立

候
補
者
と
、各
役
職
の
責
任
者
に
よ
る
演
説

が
行
わ
れ
、候
補
者
は
生
徒
会
役
員
と
な
って

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
、学
校
の
た
め
に
尽
力

し
た
い
こ
と
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
熱
い
思
い
を

述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、夕
張
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
か
ら
借
用
し
た
記
載
台
、投
票
箱
を
実

際
に
使
い
、一
般
社
会
の
選
挙
と
同
様
の
形
で

投
票
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
８
名（
１
年
生
４
名
、２
年
生
４

名
）が
当
選
し
、10
月
18
日
に
は
、認
証
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。新
た
に
生
徒
会
長
と
な
っ
た

２
年
Ａ
組
の
豊
巻
拓
海
さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
の

夕
張
高
校
を
よ
り
よ
く
し
て
い
き
た
い
。そ
の

た
め
に
は
全
校
生
徒
の
協
力
が
必
要
な
の
で

是
非
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
。」と
意
気
込
ん
で

い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
彼
ら
の
活
躍
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度

Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
全
道
指
定
校
連
絡
協
議
会

　

10
月
21
日
に「
教
科
等
の
本
質
的
な
学
び

を
踏
ま
え
た
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点

か
ら
の
学
習・指
導
方
法
の
改
善
の
た
め
の
実

践
研
究
」に
つい
て
の
全
道
指
定
校
連
絡
協
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
協
議
会
は
、遠

隔
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、札
幌
北
高

校
を
は
じ
め
と
す
る
20
会
場
に
も
配
信
さ

れ
、総
勢
64
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、各
拠
点
校
の

昨
年
度
と
今
年
度
の
授
業
改
善
な
ど
の
取
組

に
つ
い
て
、他
に
は
今
年
７・８
月
に
東
京
・
京

都
で
行
わ
れ
た
、『
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
＆

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９
』に
参
加
し

て
実
践
研
究
発
表
を
行
っ
た
際
の
報
告
も
行

い
ま
し
た
。そ
の
後
、協
議
と
し
て
、『
新
学
習

指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
授
業
改
善
の

状
況
に
つ
い
て
』を
テ
ー
マ
に
、サ
ポ
ー
ト
校・推

進
校・連
携
校
の
取
組
状
況
を
説
明
し
て
い
た

だ
き
、情
報
交
換・共
有
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
に
参
加
い
た
だ
い
た
先
生
方
、運

営
や
進
行
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
教
育
局

の
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後

も
S
C
R
U
M
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
の
活
動

　

10
月
30
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
の
大
き

な
活
動
の
一つ
で
あ
る
夕
張
高
等
養
護
学
校

と
の
交
流
会（
Ｃ
Ｏ
．Ｃ
Ｏ
．フ
レ
）が
夕
張
高
等

養
護
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
員
が
企

画
し
た
内
容
で
、初
め
に
夕
高
生
が
ダ
ン
ス「
パ

プ
リ
カ
」を
披
露
し
、そ
の
後
は
夕
張
高
等
養

護
生
と一緒
に「
だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
」を

行
い
ま
し
た
。さ
ら
に
４
班
に
分
か
れ
て
、夕

高
生
が
手
作
り
し
た「
ペッ
ト
ボ
ト
ル
ボ
ウ
リ

ン
グ
」「
モ
グ
ラ
た
た
き
」「
輪
投
げ
」「
的
当

て
」で
盛
り
上
が
り
、楽
し
い
交
流
と
な
り
ま

し
た
。
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生
徒
会
の
役
割
と
責
任
と
は

夕
張
高
校
に
入
っ
て
み
て

　

今
回
紹
介
す
る
方
は
、新
生
徒
会
選
挙
に
立
候
補
し

見
事
選
出
さ
れ
た
生
徒
会
長
の
豊
巻
さ
ん
、副
会
長
の

波
佐
尾
さ
ん
に
、生
徒
会
の
魅
力
、や
り
が
い
に
つ
い
て
迫

り
ま
す
。

　
生
徒
会
の
活
動
っ
て
、ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る

の
？

　

学
校
祭
や
体
育
祭
と
いっ
た
行
事
の
運
営
や
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
企
画
を
行
って
い
ま
す
。

　
部
活
と
の
両
立
は
難
し
い
と
思
う
け
ど
、ど
う
し

て
生
徒
会
長
、副
会
長
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
？

　

僕
は「
会
長
に
な
っ
て
ほ
し
い
」、「
今
よ
り
も
っ
と
楽

し
め
る
学
校
に
し
て
ほ
し
い
」っ
て
み
ん
な
か
ら
言
っ
て

も
ら
え
た
の
で
、や
って
み
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　

僕
は
生
徒
会
に
１
年
間
携
わ
り
、大
変
だ
っ
た
ん
で

す
が
、仲
間
と
何
か
を
や
り
遂
げ
る
達
成
感
や
楽
し

さ
が
あ
っ
た
の
で
、や
って
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
み
ん
な
の
た
め
に
動
こ
う
と
思
っ
た
ん
だ
ね
！
　

　
こ
れ
か
ら
生
徒
会
役
員
と
し
て
、ど
ん
な
学
校
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
？

　

夕
張
高
校
は
生
徒
数
が
少
な
い
の
で
、一人
一人
が
前

に
出
て
い
け
る
よ
う
な
明
る
い
学
校
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

夕
張
は
暗
い
イ
メ
ー
ジ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、夕
張
の
光
が
夕
張
高
校
と
言
わ
れ
る
く
ら

い
、生
徒
が
輝
く
高
校
に
し
て
い
き
た
い
で
す
！

　
素
敵
だ
ね
…
。明
る
い
学
校
づ
く
り
の
た
め
に
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
？

　

学
校
へ
の
意
見
を
集
め
る
た
め
に
目
安
箱
を
設
置

し
て
い
る
の
で
す
が
、そ
の
中
か
ら
、ま
ず
は一つ
実
現
し

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
目
安
箱
に
は
、ど
の
く
ら
い
意
見
が
届
け
ら
れ
て

い
る
の
か
な
？

　

こ
れ
ま
で
は
実
現
し
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、意

見
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。み
ん
な
が
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、実
現
し
て
い
き
た
い
で
す
！

　
す
ご
い
熱
意
で
素
晴
ら
し
い
！
　
生
徒
み
ん
な
が

輝
け
る
学
校
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
そ
ん
な
生
徒
会
で
頑
張
る
二
人
だ
け
れ
ど
も
、夕

張
高
校
に
入
っ
て
み
て
、ど
ん
な
と
こ
ろ
が
よ
か
っ
た

っ
て
思
う
？

　

僕
は
中
学
校
の
と
き
、あ
ま
り
人
前
に
出
る
よ
う

な
タ
イ
プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。　
　

　

そ
ん
な
僕
が
、夕
張
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
生
徒

会
に
入
り
、学
校
で
の
自
分
の
役
割
が
で
き
、学
校
生

活
に
充
実
感
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
夕
高
生
は
、少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
一
人
一
人
に
活
躍

の
場
が
あ
る
か
ら
、自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
ん
だ

ね
！
豊
巻
く
ん
は
？

　

僕
は
、フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
と
陸
上
競
技
部
に
入
っ

て
い
る
の
で
す
が
、や
り
た
い
部
活
が
で
き
て
い
る
こ
と

が
嬉
し
い
で
す
。フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
は
、人
数
が
少
な

い
の
で
基
礎
練
習
ば
か
り
に
な
って
し
ま
い
ま
す
が
、週

２
回
地
域
の
方
が
入
っ
て
く
れ
る
の
で
、チ
ー
ム
戦
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
夕
高
生
は
部
活
を
掛
け
持
ち
し
た
り
、創
っ
た

り
、ほ
ん
と
活
動
的
だ
よ
ね
。地
域
の
方
々
と
連
携

し
て
活
動
で
き
る
の
も
い
い
と
こ
ろ
だ
よ
ね
。

　

自
分
が
地
域
の
方
に
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、コ

ー
チ
の
資
格
を
取
っ
て
子
ど
も
達
に
サ
ッ
カ
ー
を

教
え
た
い
で
す
。

　

親
が
農
家
な
の
で
、継
ぐ
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。夕
張
メ
ロ
ン
づ
く
り
の
大
変
さ
は
知
っ
て
い
る

の
で
す
が
、夕
張
メ
ロ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
は
な
く
し
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。ま
た
、人

の
悩
み
を
聞
い
て
あ
げ
ら
れ
る
、仕
事
も
い
い
な
と

考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
だ
具
体
的
に
は

決
ま
って
な
い
で
す
け
ど
ね
。

豊豊波

波豊豊波 記記記記記

豊豊波 記記

記記

二
人
の
将
来
の
夢
は
？

夕
張
高
校

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　 

第
二
十
四
号

生徒会で学校、生徒の為に奮闘中！
夕張高校の未来に迫ります…。

生
徒
の
為
、学
校
の
為
に
頑
張
る

姿
に
感
動
し
ま
し
た
。大
変
だ
と

は
思
い
ま
す
が
こ
れ
か
ら
も
学
校

を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い

↑本シリーズの記事のバックナンバーは
「夕張高校魅力化プロジェクトポータルサイト」にて掲載中。このQRコードからアクセス！

新生徒会会長

豊巻　拓海 さん
新生徒会副会長

波佐尾　雄大 さん

とよまき　  たく み

は  さ  お   　ゆうだい
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拠 点 複 合 施 設 り す た 完 成 間
～ 市民が集い親しまれる施設へ ～

　南清水沢４丁目に建設中の 夕張市拠点複合施設「りすた」の建設工事は、現在内装工事の最終段階で、完成イ
メージどおりの仕上がりに近づいてきました。
　完成後は、来年３月１日（日）のオープンに向け、移転準備作業などを行います。

　みなさんが使いやすい複合施設となるように、施設の
使い方などのルールやマナーを市民のみなさんとともに
「市民検討委員会」で考えています。
　今回は、委員のみなさんよりいただいた意見内容につ
いてご紹介します。

▲

拠点複合施設「りすた」の利用について
　新施設の利用申込などについては、広報１月
号で詳細をおしらせします。▲

清水沢地区公民館・市民研修センターの利用
について
　「清水沢地区公民館」「市民研修センター」
は、令和２年２月28日（金）をもって利用を終了
します。
　・利用の受付：令和２年２月21日（金）まで

問合せ先　市教育係　☎52－3166

▲

保健福祉センターの利用について
　「保健福祉センター」は、令和２年３月31日（火）
をもって利用を終了します。
　これまで行われていた乳幼児健診などの保健事
業は、拠点複合施設で実施することになります。
　すでにおしらせしている乳幼児健診などは日
程どおり、令和２年２月27日（木）まで保健福祉
センターで実施します。

問合せ先　市保健係　☎52－3106

▲

南支所の拠点複合施設「りすた」への移転に
ついて
　各種申請など「南支所」での手続は次のとお
りです。
・現在地（清水沢宮前町）での手続
　令和２年２月28日（金）まで
・新施設（南清水沢４丁目）での手続
　令和２年３月２日（月）から

問合せ先　南支所　☎59－6111

●施設管理方法・セキュリティに関すること
●施設設備や備品に関すること
●各室の広さや施設規模に関すること
●利用の方法（料金・利用時間）に関すること
●施設で行う事業に関すること　　　　　　 など

▲奥は、文化発表や子どもたちの遊び場など、利用者や利用
時間に合わせて柔軟に活用できる「多目的ホール」。

　手前は、交通・交流の結節点として、明るく開放的な「待合
交流スペース」。

市民検討委員会
検討状況報告

近！！

施設内部のようす（11月撮影） 施設完成イメージ

夕張市拠点複合施設「りすた」開設に伴う
お  し  ら  せ

検討委員会の模様

事業内容は市ホームページでも発信中！
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後期高齢者医療制度のお知らせ
■ 広域計画に関する住民意見募集について ■

第３次北海道後期高齢者医療広域連合広域計画（改正原案）
に関する住民意見募集について

◆ 募集案件について

北海道後期高齢者医療広域連合は、道内179市町村との連携のもと、後期高齢者医療制度を運営している
特別地方公共団体です。
この度、広域連合では、広域連合と市町村が連携しながら処理する事務について定めた「広域計画」を改正し

ます。
この第３次広域計画の改正にあたり、広く住民の皆さんから意見を募集します。

【募集案件】　『第３次北海道後期高齢者医療広域連合広域計画（改正原案）』
【募集期間】　12月６日（金）～令和２年１月６日（月）（必着）

◆ 資料および募集要領の入手方法について
意見募集の開始日から、北海道後期高齢者医療広域連合ホームページ
(https://iryokouiki-hokkaido.jp)に掲載するとともに次の場所で配布しています。

・北海道後期高齢者医療広域連合（住所は、下記問合せ先参照）
・夕張市役所市民課健康保険係

問合せ先

市健康保険係

☎52－3105

北海道後期高齢者医療広域連合
住所　〒060－0062
札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館６階
☎011－290ー5601

◆ 公表する資料について
『第３次北海道後期高齢者医療広域連合広域計画（改正原案）』
『第３次北海道後期高齢者医療広域連合広域計画（改正原案）新旧対照表』
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協
力
隊
通
信
12
月
号
で
す
。８
月
号
で
ご
案

内
致
し
ま
し
た
夕
張
学
舎
キ
セ
キ
ノ
に
つ
い
て
、

今
回
も
講
師
の
松
宮
、牧
野
両
名
が
、キ
セ
キ
ノ

の
近
況
や
生
徒
へ
の
想
い
を
熱
く
語
り
合
い
ま

す
。

松
宮「
ま
ず
、キ
セ
キ
ノ
と
言
う
名
前
は
聞
い
た

こ
と
あ
る
け
れ
ど
、実
際
に
何
を
や
っ
て

る
と
こ
ろ
な
ん
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」

牧
野「
確
か
に
、前
回
の
広
報
で
も
説
明
し
ま
せ

ん
で
し
た
ね
。キ
セ
キ
ノ
は
、夕
張
市
が
運

営
す
る
夕
張
高
校
生
対
象
の
公
営
塾
で

す
。」

松
宮「
学
習
指
導
の
他
に
も
、こ
こ
で
し
か
で
き

な
い
様
々
な
取
り
組
み
を
行
い
、生
徒
の

学
生
生
活
の
充
実
や
将
来
へ
向
け
た
学
び

の
サ
ポ
ー
ト
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。」

牧
野
「
例
え
ば
、現
在
実
施

し
て
い
る
の
が
楽
天

I
T
ス
ク
ー
ル

N
E
X
T
。
楽
天
の

方
々
の
指
導
の
も
と
、

2
0
3
0
年
の
夕
張

の
幸
せ
に
つ
い
て
考
え

て
い
ま
す
。」

松
宮「
今
は
、12
月
14
日
に
行
わ
れ
る
東
京

で
の
成
果
発
表
会
に
向
け
て
、学
ん

だ
こ
と
を
自
分
た
ち
ら
し
く
伝
え
る

た
め
に
、ま
と
め
や
発
表
の
練
習
を

し
た
り
と
最
後
の
追
い
込
み
中
で

す
！
」

牧
野
「
成
果
発
表
会
に
は
全
国
か
ら
10
校

の
代
表
が
集
ま
る
ん
で
す
よ
ね
。」

松
宮「
み
ん
な
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、良
い
結
果
が

出
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。」

牧
野「
ガ
ン
バ
レ
！
夕
高
生
！
」

松
宮
「
そ
う
言
え
ば
、８
月
末
か
ら
３
週
間
、東
大
生
が
キ
セ
キ

ノ
に
来
ま
し
た
。」

牧
野「
齊
藤
秀
輝
く
ん
で
す
ね
。東
京
大
学
の
体
験
活
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、教
育
の
地
域
格
差
を
実
際
に
感
じ
て
み
た
い
と

来
夕
し
て
く
れ
ま
し
た
。」

松
宮
「
当
初
は
、キ
セ
キ
ノ
生
達
に
う
ま
く
溶
け
込
め
る
か
、正

直
心
配
し
て
い
ま
し
た
。」

牧
野
「
そ
う
で
す
か
？
僕
は
最
初
会
っ
た
時
か
ら
彼
な
ら
大
丈

夫
！
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。（
笑
）」

牧
野「
齊
藤
く
ん
に
は
受
験
生
時
代
の
勉
強
方
法
や
、今
大
学
で

研
究
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
生
徒
達
に
話
し
て
も
ら
う
機

会
も
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。」

松
宮「
積
極
的
に
彼
と
の
交
流
を
深
め
、真
剣
に
話
を
聞
く
生
徒

の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。特
に
、彼
が
実
践
し
て
結

果
を
出
し
た
勉
強
法
は
、み
ん
な
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。」

牧
野「
こ
の
よ
う
に
、キ
セ
キ
ノ
で
は

普
段
の
勉
強
以
外
に
も
、多
種

多
様
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。」

松
宮
「
普
段
の
様
子
な
ど
、皆
さ
ん

気
軽
に
覗
き
に
来
て
み
て
下
さ

い
！
」

夕
張
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

東
大
生
が
来
た
！

そ
も
そ
も
、キ
セ
キ
ノ
と
は
？

10
年
後
の
幸
せ

キセキノってどんなとこ？
Let's go to KISEKINO!! 

初夏、天気が良かったので外で勉強し
てみました。青空教室です。

牧野大樹（マキノタイジュ）
主に文系科目を担当。
趣味は小説（書く・読む両方）。
「仮面ライダーゼロワン、面白い
ですね！」

松宮　聡（マツミヤサトル）
主に理系科目を担当。
ファイターズが５位。。。
来年は優勝だ!!
宮西投手と近ちゃん推し。

地域おこし協力隊の活動の様子は
こちらで詳しくご覧いただけます。
●フェイスブック
　「夕張市地域おこし協力隊」
https://www.facebook.com/y
ubarrricity.chioko/

夕張学舎キセキノ
ブログ：https://kisekino.amebaownd.com/
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忘
年
会
や
新
年
会
と
、み
ん
な
で
集
ま
っ
て

お
酒
を
飲
む
機
会
の
多
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。お
酒
を
飲
む
と
、実
際
に
は
体
に
ど
ん
な

影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。生
活
習
慣
病
と
の

関
係
を
中
心
に
お
話
し
し
ま
す
。

①
お
酒
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、１ｇ
当
た
り
７
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

の
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
ま
す
。１ｇ

当
た
り
４
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
糖
質
と
比
べ
る
と
、

約
２
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
と
な
り
ま
す
。体
で

使
わ
れ
ず
余
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
肝
臓
で
糖
質

に
変
え
ら
れ
て
貯
め
ら
れ
ま
す
が
、そ
れ
で
も

余
っ
た
分
は
中
性
脂
肪
と
し
て
脂
肪
細
胞
に

貯
蔵
さ
れ
ま
す
。

②
お
酒
と
肝
臓

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
体
の
中
で「
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ

ド
」と
い
う
強
い
毒
性
が
あ
る
物
質
に
変
化

し
、頭
痛
、吐
き
気
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま

す
。肝
臓
に
は
解
毒
工
場
と
し
て
の
働
き
が
あ

り
、有
害
な「
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
」を
少
し
で

も
早
く
分
解
し
無
毒
化
し
よ
う
と
、他
の
仕

事
よ
り
最
優
先
で
処
理
し
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
と一緒
に
と
っ
た
糖
分
は
、肝
臓
で

ア
ル
コ
ー
ル
の
処
理
を
優
先
す
る
た
め
に
、そ
の

処
理
は
後
回
し
に
さ
れ
、一
度
脂
肪
に
合
成
さ

れ
て
蓄
え
ら
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、飲
酒
が
続

く
と
ど
ん
ど
ん
脂
肪
が
作
ら
れ
、内
臓
脂
肪
と

な
って
体
に
た
ま
り
ま
す
。こ
の
過
剰
状
態
が
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

お
酒
の
飲
み
す
ぎ
が
続
く
と
肝
臓
に
も
脂
肪

が
付
き
、肝
臓
の
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

③
お
酒
と
生
活
習
慣
病

　

肝
臓
に
貯
め
き
れ
な
い
脂
肪
は
中
性
脂
肪

と
な
り
、血
液
中
に
あ
ふ
れ
て
高
中
性
脂
肪
血

症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。ま
た
、痛
風
の
原
因

と
な
る
尿
酸
で
す
が
、ア
ル
コ
ー
ル
に
は
尿
酸
の

生
産
量
を
増
や
し
、体
外
へ
の
排
泄
量
を
減
ら

す
作
用
が
あ
り
ま
す
。特
に
ビ
ー
ル
は
他
の
お

酒
に
比
べ
尿
酸
の
材
料
と
な
る
プ
リ
ン
体
が
多

く
含
ま
れ
る
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。内
臓

脂
肪
の
蓄
積
に
よ
り
高
血
糖
、動
脈
硬
化
、高

血
圧
症
な
ど
も
促
進
さ
れ
ま
す
。

④
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に

●
お
酒
は
適
量
を（
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
20ｇ
：
ビ

ー
ル
な
ら
中
ビ
ン
１
本
、日
本
酒
な
ら
１
合

程
度
）

●
週
２
日
は
休
肝
日
を
設
け
よ
う

●
空
腹
で
の
飲
酒
は
避
け
、つ
ま
み
は
カ
ロ
リ
ー

低
め
の
も
の
を

●
ア
ル
コ
ー
ル
や
糖
質
、プ
リ
ン
体
カ
ッ
ト
の
ビ
ー

ル
な
ど
を
利
用
す
る　
　

　

飲
み
方
に
気
を
付
け
て
、い
つ
ま
で
も
健
康

で
長
く
お
酒
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

管
理
栄
養
士　

南　

綾
香

●令和２年度ユーパロ幼稚園園児募集●

募集対象

保育時間

延長保育

送 迎
受付期間
そ の 他

３・４歳児　平成27年４月２日～平成29年4月１日生まれ
５歳児　平成26年４月２日～平成27年４月１日生まれ
月曜日～金曜日
午前９時～午後１時15分
（行事などにより変更する場合があります。）
月曜日～金曜日
午後１時15分～午後３時45分
（行事などにより実施できない場合があります。）
通園バスがあります。
令和２年１月７日～１月31日
１月下旬に幼稚園の公開を予定しています。

申込・問合せ先
　市立ユーパロ幼稚園　☎59－5575

お
酒
と
生
活
習
慣
病
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冬
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

   
除
排
雪
作
業
に
ご
協
力
を

●
雪
捨
て
場
●

鹿の谷 千代田

清水沢 沼ノ沢 紅葉山

　

冬
を
安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
、除
排
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

  

除
排
雪
作
業
を
円
滑
に
行
う
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

国
道
、道
道
と
の
交
差
点
な
ど
は
、

国
や
北
海
道
の
協
力
に
よ
り
段
差
の

解
消
を
行
い
、わ
だ
ち
に
つ
い
て
は
直
営

車
両
に
よ
り
市
民
生
活
に
最
低
限
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
日
中
の
体
制
で

対
応
し
ま
す
。

〔
除
雪
体
制
〕

　

除
雪
作
業
は
、午
前
３
時
ま
で
に
15

㎝
を
超
え
た
と
き
や
、早
朝
に
か
け
て

15㎝
以
上
の
降
雪
が
確
実
視
さ
れ
る
と

き
。地
域
の
状
況
や
降
雪
・
雪
質
の
状

況
に
よ
っ
て
は
15
㎝
未
満
で
も
出
動
し

ま
す
。　

　

作
業
時
間
は
、午
前
３
時
過
ぎ
か

ら
、皆
さ
ん
の
通
勤
、通
学
な
ど
に
間
に

合
う
よ
う
に
午
前
７
時
頃
ま
で
に
終

え
る
予
定
で
す
が
、気
象
条
件
や
降
雪

に
よ
っ
て
は
、時
間
内
に
終
わ
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
吹
雪
な
ど
、前
が
見
え
な
い
と

き
は
事
故
防
止
の
た
め
、作
業
を
一
時

ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
除
雪
作
業
に
つ
い
て
の
お
願
い
〕

★
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

★
道
路
に
物
を
置
か
な
い
。

★
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
。

★
置
き
雪
の
除
雪
は
、各
家
庭
で
処
理

願
い
ま
す
。

★
子
ど
も
た
ち
が
作
業
中
の
除
雪
機

械
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、声
か
け
し

て
く
だ
さ
い
。

〔
雪
捨
て
場
〕

  

市
で
管
理
し
て
い
る
雪
捨
て
場
は
、５

カ
所
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
指
示

看
板
が
あ
り
ま
す
の
で
、順
序
良
く
事

故
な
ど
の
な
い
よ
う
に
捨
て
て
く
だ
さ

い
。請
負
な
ど
で
捨
て
る
場
合
は
、捨
て

た
雪
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

※
例
年
、雪
捨
て
場
に
雪
と一緒
に
ゴ
ミ

を
捨
て
て
い
る
方
が
い
ま
す
。不
法
投

棄
に
な
り
ま
す
の
で
、絶
対
や
め
て
く

だ
さ
い
。

※
時
間  

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　令和２年度に市内の子育て支援情報をまとめた「子育てガイドブック」を発行予定です。その中に、市内
で子育て支援に関わる活動をしている団体情報を掲載します。より良い子育て環境をつくるために、子育
て支援情報の提供をお願いします。

受付期限
提出方法

そ の 他

令和２年１月10日
市子ども・子育て支援係・南支所に調査票がありますので、実施場所、実施
日時、利用料金、対象年齢、活動内容、問い合わせ先をご準備の上、お書
きください。
掲載スペースに限りがあるため、内容を短縮する場合があります。子育て
支援に関わりがないことが明らかな場合は掲載できません。

〔
除
雪
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先
〕

◆
市
　
道

市
都
市
計
画
土
木
係 ☎

52
―
3
1
5
9

◆
国
　
道

札
幌
開
発
建
設
部

　

岩
見
沢
道
路
事
務
所
維
持
課

☎
0
1
2
6
―
22
―
4
0
0
0

◆
道
　
道

北
海
道
札
幌
建
設
管
理
部

　
　
　
　
　
　
　
　

長
沼
出
張
所

☎
0
1
2
3
―
88
―
2
3
4
6

問合せ先
　市子ども・子育て支援係　☎52－3168

施
書

て

令和２年度
夕張市子育てガイドブックへの子育て支援情報提供のお願い
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令
和
２
年
度

　

公
共
職
業
訓
練
生
募
集

夕
張
市
成
人
祭

市
営・道
営
住
宅
冬
季
対
策

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
「
あ
ず
ま
し
い
」

募
集
科
目

板
金
科
お
よ
び
電
気
工
事
科

訓
練
期
間　

令
和
２
年
４
月
13
日
〜

令
和
３
年
３
月
16
日（
１
年
間
）

応
募
資
格　

中
学
校
以
上
を
令
和
２

年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
方
、過
年
度

卒
業
者
、離
転
職
者
お
よ
び一般
求
職
者

授
業
料　

無
料（
入
学
諸
費
用
と
し

て
5
5
、0
0
0
円
を
予
定
）

※
電
気
工
事
士
な
ど
の
資
格
試
験
受

験
料
が
別
途
必
要

募
集
定
員　

各
科
７
名

申
込
期
間　

12
月
２
日
〜
令
和
２
年

１
月
15
日

申
込・問
合
せ
先

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知

☎
0
1
2
5
―
24
―
1
8
8
0

◆
ア
ト
リ
エ
こ
ざ
く
ら
作
品
展「
令
和

―
新
し
い
時
代
を
迎
え
て
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
」

　

市
内
南
部
に
あ
る
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所「
ぱ
れ
っ
と
ふ
ぁ
ー
む
」で

活
動
し
て
い
る「
ア
ト
リ
エ
こ
ざ
く
ら
」

の
皆
さ
ん
が
、普
段
の
活
動
の
中
で
制

作
し
た
木
工・切
り
絵
な
ど
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

期　

間　

12
月
17
日
〜
令
和
２
年
１

月
９
日

　

リ
フ
ト
券
購
入
の
際
は
、教
室
で
配

付
す
る
ゼ
ッ
ケ
ン
を
提
示
す
る
と
割
引

に
な
り
ま
す
。

対
象
者　

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
時
季
と
な

り
ま
し
た
。住
宅
の
冬
季
対
策
に
つ
い

て
次
の
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
住
宅
内
の
確
認

①
水
落
と
し
は
正
常
に
作
動
し
て
い

ま
す
か
？

②
結
露
は
カ
ビ
の
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
、空
気
の
入
れ
替
え
と
窓
や
壁
を
こ

ま
め
に
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

◆
長
期
間
の
留
守（
不
在
）

①
冬
に
長
期
に
わ
た
り
住
宅
を
留
守

に
す
る
場
合
は
、水
落
と
し
に
加
え
、

排
水
口
に
不
凍
液
を
入
れ
留
守
に
す

る
こ
と
を
市
に
届
け
出
し
ま
し
ょ
う
。

（
凍
結
に
よ
り
ト
イ
レ
本
体
が
割
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

◆
除
雪
な
ど
に
つ
い
て

①
通
路
な
ど
の
共
用
部
分
は
入
居
者

の
皆
さ
ん
で
協
力
し
、ト
ラ
ブ
ル
の
無
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
入
居
住
宅
の
屋
根
の
除
雪
は
、次
の

と
お
り
入
居
者
が
責
任
を
持
っ
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

□
平
屋
の
場
合　

屋
根
の
除
雪
は
入

居
者
が
行
い
ま
す
。

□
２
階
建
て
の
場
合　

屋
根
の
除
雪

は
入
居
者
が
行
い
ま
す
。な
お
、１
階

か
２
階
ど
ち
ら
か
が
空
き
家
の
場
合

は
市
と
除
雪
を
折
半
し
ま
す
。

□
３
階
建
て
以
上
の
場
合　

屋
根
の

除
雪
は
市
で
行
い
ま
す
が
、基
本
玄
関

側
雪
庇
程
度
し
か
行
い
ま
せ
ん
。最
上

階
入
居
者
は
、ベ
ラ
ン
ダ
に
雪
庇
が
出
て

き
た
場
合
は
、雪
庇
を
落
と
し
ま
し
ょ

う
。

※
空
住
戸
に
つ
い
て
は
市
で
除
雪
を
行

い
ま
す
。

◆
過
去
に
実
際
発
生
し
た
事
例

◇
水
落
と
し
を
し
な
か
っ
た
た
め
水
道

が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
。

◇
屋
根
の
除
雪
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め

に
軒
先
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
。雪
庇
で

窓
が
割
れ
て
し
ま
っ
た
。

◇
窓
に
発
生
し
た
結
露
を
ふ
き
取
ら

な
か
っ
た
た
め
に
下
階
の
天
井
に
結
露

水
が
漏
れ
て
し
ま
っ
た
。

※
ほ
か
に
も
入
居
者
に
多
大
な
費
用

負
担
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、冬
季
対
策
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅
係

☎
52
―
3
1
1
9

と　

き　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５

時
30
分（
市
役
所
開
庁
時
間
）

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
あ

ず
ま
し
い
」（
市
役
所
２
階
）

観
覧
は
無
料
。

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

申
込
み
先　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内　

夕
張
ス
キ
ー
連
盟 ☎

56
―
6
0
4
6

ジュニアスキー教室
小学生・中学生
令和２年１月４・５・11・12・13日
午前10時～14時30分
（午前11時30分～午後１時までは昼食休憩）
マウントレースイスキー場
先着 50人
小学生5,000円、中学生6,000円
令和元年12月20日（金）

教 室 名
対 象

開催日時

開催場所
定 員
受 講 料
申込期限

た
方

※
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
は

12
月
上
旬
ま
で
に
案
内
状
を
送
付
し

ま
す
。住
民
登
録
を
市
外
へ
移
し
た
方

で
、夕
張
市
成
人
祭
へ
の
出
席
を
希
望

す
る
方
は
12
月
27
日
ま
で
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

令
和
２
年
１
月
12
日

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」「みんなで「「みんなで
Episode 6

「夕張の記憶ミュージアム号」「ヤマを伝える」展にご参加いただき、ありがとうございました。
懐かしい夕張の写真をお寄せください。下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティ
ゲート（宮前町39 宮コ23）に持参いただくか、市役所地域振興係でも受け付けています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市地域振興係　☎52－3141）

「遠幌駅付近を走る大夕張鉄道のSLお別れ列車です。」
松原久さん撮影（1973年12月15日） 

▼この写真は下記でもご覧いただけます。
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栗
山
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

ユ
る
っ
と
ゆ
う
ば
り
ス
ポ
ー
ツ

　

  

ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
春
書
き
初
め
大
会

　
　
　
　

参
加
者
募
集

年
末
年
始
の

　
　

火
災
予
防
に
つ
い
て

◆
事
務
所
へ
の
侵
入
窃
盗
発
生

　

当
署
管
内
で
は
、飲
食
店
、ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
な
ど
を
狙
っ
た
侵
入
窃
盗
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

対　

策

①
閉
店
時
に
は
確
実
に
施
錠
す
る
。

②
売
上
金
を
店
舗
に
保
管
し
な
い
。

③
手
提
げ
金
庫
を
持
ち
帰
る
。

④
出
入
口
付
近
に
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
。

⑤
出
入
口
ド
ア
に
警
報
器
や
機
械
警

備
を
設
置
す
る
。

◆
大
丈
夫
？
昨
日
の
お
酒
も
気
を
つ

け
て

①
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪

　

二
日
酔
い
で
の
運
転
も「
飲
酒
運

転
」で
す
。

②
飲
酒
運
転
は
、運
転
者
以
外
も
処

罰
の
対
象

　

車
を
運
転
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
人

に
お
酒
を
提
供
し
た
り
、お
酒
を
飲
ん

で
い
る
人
に
車
を
提
供
し
た
り
、飲
酒

運
転
の
車
に
同
乗
す
る
と
処
罰
の
対

象
に
な
り
ま
す

③「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」で
飲
酒

運
転
を
防
止

　

あ
ら
か
じ
め
お
酒
を
飲
ま
な
い
人

（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）を
決
め
、そ
の
人

が
仲
間
を
自
宅
ま
で
送
り
届
け
ま
し

ょ
う

④
飲
酒
運
転
情
報
の
提
供

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な

り
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
年
末
年
始
に

は
、例
年
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。火
災
原
因
の
多
く
は
、ち
ょっ
と
し

た
火
の
不
始
末
や
不
注
意
に
よ
っ
て
発

生
し
て
い
ま
す
。無
火
災
で
年
末
年
始

を
過
ご
す
た
め
、以
下
の
点
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

１　

外
出
前
や
お
休
み
前
に
は
、必
ず

火
の
元
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

２　

間
違
っ
て
ス
ト
ー
ブ
の
タ
ン
ク
に
ガ

ソ
リ
ン
を
給
油
し
な
い
よ
う
に
、油
種

を
確
認
し
て
か
ら
給
油
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
販
売
店
で

購
入
す
る
際
は
、必
ず
油
種
を
確
認

し
て
か
ら
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

３　

燃
料
給
油
後
は
、し
っ
か
り
と
燃

料
タ
ン
ク
の
蓋
が
閉
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

４　

洗
濯
物
は
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
干
し

た
り
、近
く
で
乾
か
し
た
り
す
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
可

燃
物
な
ど
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

５　

ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
ス
プ
レ
ー
缶

は
絶
対
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。（
破
裂
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
）

６　

冬
期
間
、屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ

り
灯
油
タ
ン
ク
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
配

管
が
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
令
和
元
年  

防
火
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞

『
火
事
発
見
！

　
「
お・か・し
」を
ぜ
っ
た
い

　
　
　
　
　
　
　

ま
も
る
こ
と
』

ゆ
う
ば
り
小
学
校

鎌
田　

む
つ
き
さ
ん

※「
お・か・し
」の
意
味
を
説
明
し
ま

す
と

１　
『
お
』・ 

押
さ
な
い（
避
難
中
は
前

の
人
を
押
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
）

２　
『
か
』・ 

駆
け
出
さ
な
い（
避
難
中

◆
楽
々
運
動
教
室
〜
脳
が
喜
ぶ
、笑
顔

が
生
ま
れ
る
〜　

　

楽
々
運
動
教
室
は
、２
会
場
で
開
催

し
ま
す
。

●
文
ス
ポ
楽
々
運
動
教
室

と　

き　

12
月
５
日
、19
日
、26
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
９
時
30
分

集
合
）

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

内　

容　

中
高
年
の
方
々
対
象
の
簡

単
な
脳
ト
レ
と
筋
ト
レ

持
ち
物　

飲
み
物
、タ
オ
ル
、運
動
靴

料　

金　

2
0
0
円

●
南
清
水
沢
楽
々
運
動
教
室

と　

き　

12
月
７
日
、21
日

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分（
10
時

15
分
集
合
）

と
こ
ろ　

南
清
水
沢
生
活
館

内　

容　

中
高
年
の
方
々
対
象
の
脳

ト
レ
と
簡
単
な
筋
ト
レ

持
ち
物　

飲
み
物
、タ
オ
ル
、運
動
靴

料　

金　

1
0
0
円

◆
剣
道
ク
ラ
ブ
〜
新
し
く
ク
ラ
ブ
と

し
て
活
動
し
ま
す
〜

と　

き　

12
月
５
日
、12
日
、19
日

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

内　

容　

初
心
者
か
ら
有
段
者
の
方

ま
で
、礼
節
を
持
って
指
導
し
ま
す
。

持
ち
物　

飲
み
物
、タ
オ
ル
、日
本
手

ぬ
ぐ
い（
２
本
程
度
）、竹
刀・防
具
な
ど

お
持
ち
で
あ
れ
ば
、持
参
く
だ
さ
い
。）

料　

金　

2
0
0
円

申
込
・
問
合
せ
先　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

加
藤☎56

―
6
0
4
6

対　

象　

幼
児
か
ら一般

と　

き　

令
和
２
年
１
月
８
日

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

参
加
料　

3
0
0
円

定　

員　

15
人

申
込
期
限　

12
月
27
日

持
ち
物　

書
道
用
具
一式

申
込・問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

　

北
海
道
警
察
で
は
、「
飲
酒
運
転
ゼ

ロ
ボ
ッ
ク
ス
」を
運
用
し
て
い
ま
す
。「
今

ま
さ
に
、飲
酒
運
転
を
し
そ
う
！
し
て

い
る
！
」な
ど
の
飲
酒
運
転
情
報
を
メ

ー
ル
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
。

◆
除
雪
や
暴
風
雪
に
伴
う
事
故
の
未

然
防
止

　

例
年
、屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
中
の

転
落
や
、屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
の
下
敷

き
と
な
る
事
故
が
発
生
し
て
い
る
ほ

か
、暴
風
雪
に
よ
る
車
両
立
ち
往
生
で

命
を
落
と
す
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
、次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
雪
下
ろ
し
は
複
数
人
で
行
い
ま
し
ょ

う②
除
雪
機
に
よ
る
除
雪
は
安
全
を
確

か
め
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う

③
気
象
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0

は
駆
け
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
）

３　
『
し
』・ 

し
ゃ
べ
ら
な
い（
避
難
指
示

が
聞
け
な
く
な
る
の
で
し
ゃ
べっ
て
は
い

け
ま
せ
ん
）

　

小
学
校
の
避
難
訓
練
で
、児
童
が
安

全
に
避
難
す
る
た
め
の
心
得
と
し
て
、

消
防
職
員
が
指
導
し
て
い
る
も
の
で

す
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
予
防
課

☎
53
―
4
1
2
1
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

  
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）全
国
一
斉

　
 

情
報
伝
達
訓
練
の

　
　
　
　

 

実
施
に
つ
い
て

実
践
編「
我
が
家
の
音
が

  

き
こ
え
る（
在
宅
療
養・

　

介
護
を
学
ぶ
会
）」開
催

狩
猟
免
許
試
験

令
和
元
年
度 

過
疎
地
域

  

自
立
活
性
化
優
良
事
例

　
　

  

表
彰
を
受
け
ま
し
た

　清水沢地区で、土砂災害を想定した水防訓練を実施しました。災
害情報のレベル別の取るべき行動の違いや、各家庭でどの程度の
備蓄があればよいのかなどについて学びました。災害時の非常食
の試食も行われました。

10月27日　清水沢地区水防訓練

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時

に
備
え
、全
国
一
斉
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ

る
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
訓
練
で
は
、ゆ
う
ば
り
小
学
校
と

夕
張
中
学
校
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

音
声
情
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

12
月
４
日　

午
前
11
時

放
送
内
容

〈
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。」×
３
回

〈
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
情

報
、津
波
警
報
、緊
急
地
震
速
報
な
ど

の
情
報
を
国
か
ら
人
工
衛
星
を
通
じ

て
、地
方
公
共
団
体
に
瞬
時
に
伝
達
す

る
と
同
時
に
、携
帯
電
話
会
社
を
通
じ

て
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部

☎
53
―
4
1
2
1

　

在
宅
療
養・介
護
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、事
前

指
示
書
を
作
成
す
る
研
修
を
行
い
ま

す
。

と　

き　

12
月
15
日　

午
後
１
時
30

分（
２
時
間
程
度
）

と
こ
ろ　

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

無
料

問
合
せ
先

「
お
話
し
し
ま
し
ょ
。」オ
レ
ン
ジ
の
会

事
務
局　

下
山　

☎
56
―
6
6
6
6

【
狩
猟
試
験
予
備
講
習
】

と  

き  

令
和
２
年
１
月
26
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

岩
見
沢
市
会
館
ま
な
み
〜

る　

多
目
的
室
①
②
③

受
講
料

第
１
種
、第
２
種
1
0
、0
0
0
円（
テ

キ
ス
ト
代
込
み
）、網
、わ
な
７
、5
0
0

円
、第
１
種
ま
た
は
第
２
種
と
同
時
に

網
、わ
な
を
受
講 

1
2
、5
0
0
円
、

第
１
種
と
わ
な
と
網
を
同
時
に
受
講

1
5
、0
0
0
円

※
各
受
講
料
に
消
費
税
10
％
が
か
か

り
ま
す
。

受　

付　

12
月
24
日
〜
令
和
２
年
１

月
21
日

【
狩
猟
試
験
】

と　

き　

令
和
２
年
２
月
２
日

午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

空
知
総
合
振
興
局

問
合
せ
先　

空
知
猟
政
協
議
会 

☎・Ｆ
Ａ
Ｘ
0
1
2
6
―
24
―
1
1
1
1

（
火・木
曜
日
の
み
）

　

平
成
29
年
度
に
過
疎
地
域
等
自
立

活
性
化
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、夕

張
高
校
生
の
参
画
も
受
け
実
施
し
た

本
市
の「
バ
ス
ま
ち
ス
ポ
ッ
ト
整
備
」お

よ
び「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
予
約
シ
ス
テ
ム
整

備
」の
取
組
み
が
、全
国
過
疎
地
域
自

立
促
進
連
盟
会
長
賞
を
受
賞
し
、10

月
31
日
に
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た
表

彰
式
に
厚
谷
市
長
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
「
バ
ス
ま
ち
ス
ポ
ッ
ト
」は
、当
時
の
夕

張
高
校
3
年
生
が
家
庭
科
の
授
業
計

7
時
間
を
経
て
策
定
し
た
、施
設
の
機

能
や
空
間
デ
ザ
イ
ン
案
を
実
際
に
反

映
さ
せ
整
備
し
て
い
ま
す
。「
ス
ク
ー
ル

バ
ス
予
約
シ
ス
テ
ム（
通
称
：
ピ
コ
ピ
コ

シ
ス
テ
ム
）」は
、利
用
者
で
あ
る
中
学

生
お
よ
び
高
校
生
が
自
ら
実
践
す
る

「
予
約
」と
い
う
意
思
表
示
に
よ
り
、ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
経
費
の
節
減
へ
と
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
公
共
交
通
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、市
民
の

皆
さ
ん
の
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、今

後
と
も
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
地
域
振
興
課

☎
52
―
3
1
4
1
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年
末
年
始
の
窓
口

水
道
故
障
の
受
付

本
保
陽
翔
ち
ゃ
ん

平
成
28
年
9
月
29
日
生
ま
れ

南清水沢

は
る
　
と

●
戸
籍
の
届
出

　

市
役
所
は
12
月
31
日
か
ら
１
月
５

日
ま
で
閉
庁
と
な
り
ま
す
。

　

戸
籍
届
出
の
受
付
場
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
日
中
の
受
付
】

受
付
場
所　

本
庁
の
日
直

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
30
分　
　
　

 

☎
52
―
3
1
3
1

【
夜
間
の
受
付
】

※
死
亡
届
出
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

受
付
場
所　

消
防
本
部（
清
水
沢
宮

前
町
）　　
　
　

   

☎
53
―
4
1
2
2

受
付
時
間　

午
後
５
時
30
分
〜
翌
朝

午
前
８
時
30
分 

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

●
市
営
浴
場
の
営
業

  

宮
前
町・真
谷
地・清
陵
浴
場
は
次
の

と
お
り
の
営
業
と
な
り
ま
す
。

12
月
31
日
・
１
月
３
日　

午
後
２
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
営
業
し
ま
す
。

１
月
１
日
・
２
日　

休
業
し
ま
す
。

　

清
陵
浴
場
は
１
月
４
日
か
ら
、宮

前・真
谷
地
浴
場
は
１
月
６
日
か
ら
平

常
ど
お
り
営
業
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係  

☎
52
―
3
1
0
8

●
し
尿
汲
み
取
り
の
申
し
込
み

　

年
内
に
汲
み
取
り
を
希
望
す
る
方

は
、12
月
13
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込・問
合
せ
先

夕
張
環
境
清
掃
㈱

☎
56
―
6
0
0
0

　

12
月
31
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
の
水

道
の
故
障・不
都
合
に
つ
い
て
の
対
応
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
１
月
１
日
、２
日
、４
日

休
み
ま
す

人　口 7,813人(－94人)
　男 3,633人(－12人)
　女 4,180人(－82人)

世帯数 4,619世帯(－87世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
1
月
号
は
、

12
月
27
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和元年11月１日　現在
◆
12
月
31
日　

　

日
管
建
設　
　

☎
52
―
2
5
5
1

◆
１
月
３
日

　

石
川
衛
生
工
業

☎
0
1
2
6
―
56
―
2
7
8
1

◆
１
月
５
日　

　

泉
工
務
店　
　

☎
52
―
2
4
3
0

※
こ
の
期
間
の
作
業
料
金
は
割
増
し

と
な
り
ま
す
。

営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

市
営・道
営
住
宅
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、市
建
築
住
宅
係
で
対
応
し
ま

す
。

問
合
せ
先

市
上
下
水
道
管
理
係☎

52
―
3
1
5
2

市
建
築
住
宅
係　

☎
52
―
3
1
1
9

一般ごみ 資源ごみ 埋立処分地

12月27日 金曜日の収集地区 第１水曜日の
収集地区

第１木曜日の
収集地区月曜日の収集地区

月曜日の収集地区

水・金曜日の
収集地区

休みます 休みます 休みます

午前８時30分　
　～午後４時30分

午前８時30分　
　～午後４時30分

午前８時30分　
　～午後４時30分

午前８時30分　
　～午後４時30分

12月28日～　
　　12月29日

12月30日

12月31日～　
　　　１月３日

１月４日

１月５日

１月6日
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